マイカー利用山行マニュアル
第１条（目的）

      このマニュアルは、岳人あびこ（以下会という）山行における会員所有の自家用自動車（以下車両という）の使用に関して、使用できる車両の条件、費用の計算と負担、安全運行及び事故の処理等について定め、もって山行参加者相互の安全と公平を実現することを目的とする。

第２条（対象とする山行）

    １  このマニュアルは、会の山行規定に定める山行を対象とする。

    ２  会員は、会員同士による個人山行についても、このマニュアルに則るように努めるものとする。

第３条（使用する車両の条件）

      山行に使用する車両は次の条件を満たすものとする。
      （１）次の条件を満たす任意自動車保険（自家用自動車総合保険又は自動車総合保険）に加入していること。

            イ  対人賠償保険の保険金額は、１名につき１億円以上であること。

            ロ  搭乗者傷害保険の保険金額は、１名につき１千万円以上であること。

            ハ  運転者の範囲については、年齢以外の条件が付されていないこと。

      （２）極力、日本自動車連盟（ＪＡＦ）の会員であること。

      （３）法の定めるところにより、車両整備が実施されていること。

      （４）予想される運行条件に見合った装備及び携行品（スノータイヤ、チェーン、非常停止版、修理工具等）を携帯していること。
第４条（安全運転の確保）

      運転者は、運転に際しては、次の事項に留意するものとする。

      （１）道路交通法規を遵守し、常に安全運転及び危険回避に努めること。

      （２）連続しての運転は２時間程度を目安とし、適宜休憩を取ること。

      （３）同乗者の１名は助手席に座り、運転者の補助を行うこと。

      （４）極力、交替運転要員を確保すること。

第５条（費用の計算と負担）

      費用の計算は次の要領で行い、車両提供者を含めた山行参加者の全員が均等に負担する。なお、対象とする走行は、車庫出しから車庫入れまでとする。

      （１）燃料費は、（消費量）×（高速道路内給油所の燃料販売単価）とする。

      （２）有料道路使用料、駐車場料及びこれらに類する費用はその実費とする。

      （３）車両使用料は、走行距離１キロ当たり２０円とする。

第６条（トラブル費用の負担）

      交通違反による反則金及び車両トラブルによって生じた費用は、山行参加者が均等に負担する。ただし、車両の故障による損害を除く。

第７条（交通事故による損害等）

    １  交通事故による損害については、自動車保険および自賠責保険に基づく保険金または加害者からの賠償金等を充当するものとする。

        当該損害のうち保険金または賠償金を超える部分については、山行参加者が均等に負担する。

    ２  賠償事故に関する示談などについては、運転者および車両所有者がその交渉などに当たる。

    ３  搭乗者の死傷事故については、車両所有者は搭乗者傷害保険金の請求に協力する。

    ４  会は、事故については一切の責任を負わない。

第８条（マニュアルの改廃）

      このマニュアルの改廃は、総会において決定する。

            １９９６年１０月１０日     施行

            ２００３年  ３月  ９日     改定
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